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① 自動運転用 MEMS 慣性センサ 

② ロボット用触覚センサ 

③ フィジカルセンサネットワーク 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

 

本技術の 

有用性 

①  自動運転用 MEMS 慣性センサ 

自動運転はカメラや GNSS 等のセンサの情報を複合的に用いて行います。慣性センサは，これら外

界センサが使えないとき慣性航法によって自動車を制御するために必要です。自動運転には，桁違

いの精度が求められ、加速度/角速度センサの MEMS 構造提案や， 高精度化に取組んでいます。 

②  ロボット用触覚センサ 

 介護ロボットなど人と触合う行うロボットには，人に優しく触合うことや，的確な把持動作を行う必要が

あり、触覚センサが必要です。人間の触覚には力感と温感があり、これらを同時検知するのが温力感

センサです。熱流量による材質判別センサを試作し，1s以内の応答性を実現しています(図 1)。 

③ フィジカルセンサネットワーク 

 ロボットや自動車に必要なセンサが通信量や精度をコントロールしながら，協調動作を行うセンサネ

ットワークの研究を行っています。マルチモーダルセンサネットワークに取組んでいます（図 2）。 
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図 1 触覚センサ（温力感センサ） 
熱流による材質判別 センサネットワークのシステムイメージ 

図 2 センサネットワーク 


